
簡単でしかも効率のよいデータクレンジングの手順を学んでみませんか

データクレンジング手順習得コース

■前提条件(知識)： 特になし

■ 対象者： ・データ管理者（DA）を目指す方

・データ辞書構築に取り組む方

・データガバナンスに取り組む方

・開発・保守の効率化を目指す方

■ 開催人数： 3名～

■ 受講料： 30,000円/1名（税込）

■ 時間･日数： 13:30～17:30、半日間

■ 受講内容：
１. はじめに

２. データクオリティの影響

３. 全体の流れ

４. クレンジング準備

５. クレンジング（マシン）

６. クレンジング（手作業）

７. クレンジング結果検証

データのダブリ（重複）などの不具合により、

・誤注文、誤配送、請求漏れなどビジネスに支障が出ている

・データを移行したいが、うまくできない

などでお困りの方や、ERP導入に備えてマスタ整理が必要になっている方に学んでいただきたいコースです。

データの不具合とは、本来想定していない、間違いのある状態であり、例えば以下のような事象があります。

・情報にダブリ（重複）がある【データ重複・レコード重複】

・余計な情報が混ざっている

・必要な情報が不足している

・情報に誤りがある

・情報が古い

・情報が実在しない

データクレンジングとは、文字通りデータをキレイにすることを指します。

キレイなデータとは、情報がルールに従って過不足なく入力（記入）され、信頼できる状態のデータです。

しかし、実際にデータをクレンジングしようとした際には

・「どこをポイントに、どう進めていけば良いのかわからない」

・「データが数十万件、数百万件もあり何百時間かかるかわからない」

・「費用対効果が見積もれないので予算を確保できない」

といった声がよく聞かれます。そこで我々は、データクレンジングの作業の本質を突詰めて整理できないかと考えました。これら

をまとめたのが本コースです。

皆様が日頃使われている業務データのうち、マスターデータの不具合をクレンジングすることが重要です。

本コースでは、主に取引先マスターを題材にして、データクレンジングの手順を学んでいただきます。

ツール活用の際の基本的なルールの考え方を整理し、郵便番号や企業情報（無償・有償）など入手性の高い各種データを活用し、

効率を最大化する点に着目し、具体的なデータ品質確保の進め方とノウハウを習得していただきます。

本コース受講により、次のようなことを理解し、現場で適用できることを目指していただきます。

・名寄せに関する知識や進め方

・データ成形に関する知識や進め方

・手作業でのクレンジングに関する知識や進め方

・データの妥当性を検証するための手段


